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道路事業 事後評価

一般国道４５号 上北天間林道路

令和６年２月２１日
国土交通省 東北地方整備局

か み き た て ん ま ば や し

資 料 ３－１

要点審議事業

令和５年度 第４回 事業評価監視委員会 資料
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１．事業の目的と概要（１） 事業完了後５年経過

上北天間林道路

起終点 ：自：青森県上北郡東北町大字大浦

至：青森県上北郡七戸町字附田向

延長 ：７．８ｋｍ
幅員 ：１３．５ｍ
道路規格 ：第１種第３級
設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ
計画交通量 ：１９，７００台／日
都市計画決定 ：平成１６年度
事業化 ：平成２０年度
用地着手 ：平成２２年度
工事着手 ：平成２３年度
開通 ：平成３０年度（H31.3.16）

○事業目的

○計画概要

・上北天間林道路は、上北道路、天間林道路と一体と
なって高規格幹線道路ネットワークを形成する自動
車専用道路
・事故減少
・救急医療支援
・地域産業支援・物流支援
・観光・地域交流支援
・企業立地支援
・日常生活利便性向上
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道路種別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

その他凡例

： 市役所
： 役場
： R3センサス交通量
： 主要渋滞箇所

その他道路凡例

□□□□

： 開通済
： 事業中
： 未事業化

凡例

車線数

： 4車線
： 2車線
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新幹線
七戸十和田駅

六 戸 町

至 八戸

十 和 田 市 お い ら せ 町

三 沢 市

三沢駅

小川原駅

上北駅

十和田市役所

三沢市役所

七戸町役場

Ｔ’21 =16,317（台/日）

Ｔ’21 =10,137（台/日）

Ｔ’21 =12,515（台/日）

Ｔ’21 =15,264（台/日）

(主)三沢七戸線

Ｔ’21=8,630（台/日）
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１．事業の目的と概要（２）整備状況 事業完了後５年経過

写真① 六戸・三沢ICから上北IC方向 【R5.10】

写真② 七戸北IC交差点から上北自動車道方向 【R5.10】
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道路種別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

その他凡例

： 市役所
： 役場
： R3センサス交通量
： 主要渋滞箇所

その他道路凡例

□□□□

： 開通済

： 事業中

： 未事業化

凡例

車線数

： 4車線
： 2車線
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１．事業の目的と概要（３）関連記事 事業完了後５年経過

資料：東奥日報（H31.3.17付）

3
資料：デーリー東北（H31.3.19付）

※この画像は当該ページに限って東奥日報社が利用を許諾したものです。



至 盛岡市

２．前回評価時からの周辺環境等の変化 事業完了後５年経過

◆三陸沿岸道路が令和3年12月に全線開通、天間林道路が令和4年11月に開通。
◆一般国道4号（下北半島縦貫道路）野辺地七戸道路と一般県道後平青森線 後平バイパスが令和4年度に新規事業化。
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３．交通状況の変化等（１）交通量・所要時間 事業完了後５年経過

◆上北自動車道の延伸に伴い、交通量が増加。並行区間の国道４号の交通量は減少。
◆また、全線開通前後で青森～八戸間の所要時間が約30分減少。
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▼青森～八戸市間の所要時間の変化

約30分短縮

4
七戸BP 十和田

出典：上北道路開通前：H22道路交通センサス 12時間平均旅行速度
上北天間林道路開通後：R3全国道路・街路交通情勢調査 12時間平均旅行速度
天間林道路開通後：ETC2.0データ（R5.5 平日 12時間平均旅行速度）
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▼上北自動車道及び周辺道路の交通状況
（単位：百台/日）
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下田百石IC

■ 上北道路開通前(H24.10)
■ 上北道路開通後(H25.10)
■ 上北天間林道路開通後(R1.10)
■ 天間林道路開通後(R5.10)

出典：上北自動車道・国道４号…トラフィックカウンター観測データ
みちのく有料道路・第二みちのく有料道路…青森県道路公社データ
※R5.10の上北道路・天間林道路・国道7号は交通量調査
※H24～R1.10は月平均、 R5.10はR5.10.8(日)、11(水)、12(木)、15(日)平均

1.4倍
1.4倍



４．事業効果の発現状況（１）事故減少 事業完了後５年経過

◆上北自動車道の延伸とともに、並行する国道45号、国道4号の事故は減少。
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関連性の高い３便益
：交通事故減少便益
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▼上北自動車道平行区間（国道4号・国道45号）の死傷事故件数の推移）

上北道路
H25.3開通

上北天間林道路
H31.3開通

天間林道路
R4.11開通

減少傾向

下田百石IC
交差点

野崎交差点

みちのく有料道路
入口交差点

4

4

45

関連SDGｓ

■ 国道4号（野崎交差点～みちのく有料入口交差点）
■ 国道45号(下田百石IC交差点～野崎交差点）

出典：イタルダデータ



八戸市立
市民病院

65件
77%

青森県立
中央病院

19件
23%

４．事業効果の発現状況（２）救急医療支援

◆東北町、七戸町から三次救急医療施設への搬送は、約8割が八戸市立市民病院へ搬送。
◆上北天間林道路開通後、七戸町から八戸市民病院までの所要時間は全線開通前に比べ約15分短縮されたほか、急挙動の発生頻

度は減少。
◆上北自動車道の開通により、救急搬送の速達性、安定性が向上し、地域の救急医療活動を支援。

八戸市立市民病院
(三次救急医療施設)八戸市

71分

56分

20分

40分

60分

80分

開通前ルート 開通後ルート

出典：
上北道路開通前：H22全国道路・街路交通情勢調査
上北天間林道路開通後：R3全国道路・街路交通情勢調査
※昼間12時間平均旅行速度より算出
※七戸町役場～八戸市立市民病院として算出

▼上北天間林道路の開通前後の所要時間の変化（七戸町から八戸市立市民病院）

上北天間林道路開通後
上北自動車道に
搬送経路を転換

所要時間が１５分短縮

【ドクターカーとは】
医師や看護師等が同乗して
搬送前の救急車との待ち合
せ場所へ出動する救急車両

七戸町

開通前
開通後

七戸町

454
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4
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338

394

454

▼東北町・七戸町から三次救急医療施設への搬送件数

１５分短縮

上
北
自
動
車
道

上北道路

上北天間林
道路

天間林道路

十和田市

三沢市
東北町

7

約８割が
八戸へ搬送

資料：中部上北広域事業組合消防本部

R4年
84件

関連SDGｓ
事業完了後５年経過

【中部上北広域事業組合消防本部の声】
○上北天間林道路の開通後は救急搬送時のルートを上北自動車道に変更し、八戸方面へ

の搬送時間の短縮、重症傷病者が安静にした状態での走行ができるようになり、大変有効
だ。搬送時間の短縮は早期医療介入に十分寄与している。

○現場から八戸市民病院への搬送時はもちろんのこと、病院からの帰署時のアクセス性も向上
しているほか、ICがバランスよく配置されており、利便性も高まっている。

（R5.10 ヒアリング結果）
【八戸市立市民病院の声】
○救急車とドクターカーの接触までの時間が短縮されることで、特に心疾患や脳疾患、重症外

傷への早期治療が可能となり救命率の向上につながる。 （R5.10 ヒアリング結果）
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出典：ETC2.0データ（R5.5データ
200m毎の急挙動発生頻度を0.25G以上を対象に集計

※寒水交差点～下田百石IC間で比較
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▲上北天間林道路の開通前後経路における急ブレーキ発生頻度
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Ｃ上北自動車道ルート：16.8件/千台キロ

国道4号・45号ルート：52.2件/千台キロ
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４．事業効果の発現状況（３）地域産業支援・物流支援

◆青森県では、H27.4より新たな流通サービスとして『A!Premium』の輸送サービスを開始。国内向けは3年連続過去最多を更新し、R4
年度は『A!Premium』をきっかけとした取引を含めると過去最多を更新。R4.8からは青森空港を利用した海外向け輸送が開始。

◆上北自動車道の開通による輸送時間短縮や安定走行により、配送遅延や荷痛みの回避など輸送安定化に寄与。

8
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※令和2年6月から陸送での特別運行で対応中。
（中部・関西は翌日午後お届け、中四国・九州・沖縄は翌々日お届け）
（青森県資料より）

『A!Premium』のサービス

ASIA
香港・台湾・

シンガポール・タイ

★航空機を使用したスピード配送で、翌日午前中配達エリアを大幅に拡大
★鮮度、品質を維持した「保冷一貫輸送」で、西日本への販路構築を支援
★アジア圏への最短翌日配送（香港、台湾→翌日中、シンガポール、タイ→翌々日）

現在のA!Premium
・R4.8から青森空港を活用した海外輸送を開始
・締切時間が緩和することで、利用者の拡大に期待
・県内全域から当日中の集荷が可能に
・今後青森空港の国際線が再開されれば直行便での輸送も可能に

那覇空港

青森空港

羽田空港
成田空港

伊丹空港
関西空港

これまでのA!Premium

仙台空港

12 16 29 19 24 37 43 
84 
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0
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40
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140
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200

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

A!Premium(国内)
A!Premium(海外)
A!Premiumをきっかけとした取引

▼『A!Premium』取扱量の推移

出典：青森県総合流通プラットフォームA!Premium（令和4年度の取組実績）

国内は3年連続で過去最多を更新
A!Premiumをきっかけとした

取引も含めるとR4は過去最多を更新
（単位：百個）

▼上北自動車道を利用するA!Premiumの輸送ルート

上北

六戸・三沢

七戸北

東北
七戸青森ベース

資料：物流業者ヒアリング結果をもとに作成

凡 例
■:整備前 ■:整備後

4

45

おいらせ町

八戸市
※北海道・青森県内

へ出荷する製品

三沢市

上
北
天
間
林
道
路

冬期の道路条件悪化時は
締め切り時間に

間に合わないリスク

配送遅延の回避

積載荷物の
振動軽減

荷痛みの回避

【青森県港湾空港課の声】
• 上北自動車道の開通により上北方面から青森市の集荷場へのアクセスが向上した。
• R4年の青森空港を活用した海外輸送の開始は、これまでと比べて利用者（出荷者）の出
荷時間が遅くなることから、今後の利用者の拡大につながるものと期待している。

（R4.8、R5.10 ヒアリング結果）
【物流業者の声】
• 三八上北地域からの集荷は全体の取扱量の増加に伴い堅調に推移している。
• 集荷においては、上北自動車道が整備されたことで、配送遅延リスクの回避につながった。
• また、道路開通前はまれに荷崩れを起こすことがあったが、整備された道路を走行することで荷
崩れがなくなり、安定走行が可能となった。

（R5.10 ヒアリング結果）



４．事業効果の発現状況（４）観光・地域交流支援

◆八戸市の館鼻岸壁朝市は、日曜日朝に全長約800m、約300店が出店する国内でも最大級の朝市。
◆上北自動車道全線開通後では、来場者が約5,000人/日増加。
◆上北自動車道の開通により、青森・津軽方面や上北・下北方面からの来訪者も増加しており、国内最大級の朝市の活性化に寄与。

関連SDGｓ
事業完了後５年経過

1千人1.5千人

0.5千人

2千人

【館鼻岸壁朝市の声】
○来場者の来訪手段は、自動車による来場者7割、バス2割、電車1割。R5年は弘前市、青森

市、秋田市からの観光バスが多くなった。
○上北自動車道開通により所要時間が短くなったことで、青森方面からの出店者も増えており、

出店者からは移動時間が早くなって楽になったと聞いている。また、青森空港からのインバウンド
観光客を乗せた観光バスや青森や五所川原方面から車で来る一般のお客様も増えた。

（R5.12 ヒアリング結果）

0.5千人
0.5千人

0.8千人

1.2千人
2千人

1千人

▼館鼻岸壁朝市の入込客数の変化（八戸市外からの入込客数の割合）

全線開通前
(H30)

約6,000
人/日

約千人/日
（16％） 約3千人/日

（約38％）

出典：協同組合 湊日曜朝市会調べ

■館鼻岸壁朝市
3月中旬から12月までの毎週日曜日に行

われる朝市。
約300軒を超える出店と人で漁港が埋め

尽くされ、お祭り騒ぎのよう。
水産のまち・八戸らしく、新鮮な魚介や焼

き魚はもちろん、格安の野菜、炊き込み御飯
やうどんといった食事物から、靴や車などありと
あらゆる物が揃う。

（青森観光情報サイトより）

青森・津軽方面 上北・下北方面 岩手県内 その他東北 関東以西 海外凡例：

約3倍

1千人

2千人

▼館鼻岸壁朝市の入込客数の変化

21
26

0

10

20

30

全線開通前
（H30）

全線開通後
（R5）

（千人/日）

出典：協同組合 湊日曜朝市会調べ

約５千人増

全線開通後
(R5)

約8,000
人/日
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館鼻岸壁朝市

館鼻岸壁
朝市

青森・津軽
方面

上北・下北
方面

開通前に比べ
約2倍

開通前に比べ
約4倍

上
北
自
動
車
道

上北道路

上北天間林
道路

天間林道路

青森市からのインバウンド観光客を
乗せた観光バスや

弘前市からのバスも増加



上
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自
動
車
道

上北道路
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企業数 上北自動車道開通延長

三八上北地域の工業団地

4

45

4

45

【木材加工会社の声】
• 金矢工業団地への立地は、上北自動車道への交通アクセスの良さも理由の1つとなっている。
• 下北地域、東青・津軽地域から木材を搬入するほとんどのトラックは上北自動車道を利用。原木搬入、製品
出荷の運行時間短縮や運転手の疲労軽減や荷崩れの不安解消が図られている。

（R4.12、R5.10 ヒアリング結果）
【青森県の声】
• 沿線の金矢工業団地についてはR3年頃から問い合わせが増えており、上北自動車道の全線開通が影響して
いるものと考えられる。

• 金矢工業団地の立地環境の説明に際しては、立地のメリットとして、六戸・三沢ICから車で2分とスムーズなアク
セスができる旨をパンフレット等に掲載し、企業訪問等でPRしている。 （R5.11 ヒアリング結果)
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（社）

9 

57 65 67 67 
103 

141 133 

0

50

100

150

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

▼金矢工業団地内の木材加工会社の製品出荷量推移
（千㎥）

木材加工工場
（H27.5新設）

木材加工工場
（H31.4増設）

出典：木材加工会社
ヒアリング結果

上北天間林道路開通
（H31.3）
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約50社増加

（件）

金矢
工業団地

木材加工工場
・H27.5新設
・H31.4新工場増設

東北町

H25.3
上北道路開通

H31.3
上北天間林
道路開通

R4.11
天間林

道路開通

（km） （km）

新設 増設
上北自動車道開通延長

４．事業効果の発現状況（５）企業立地支援

◆三八上北地域における工業団地の企業数は、上北自動車道の開通前に比べ約50社増加。
◆沿線地域では上北自動車道の開通に伴い、工場の新設や増設が進展。金矢工業団地では、H27に国内最大規模の木材加工工場が

新設され、H31には新工場を増設。R4.11には運送業者が地域の特産品を運ぶ際の拠点として冷蔵倉庫を新設。
◆上北自動車道の整備などを背景とした企業立地が進展し、沿線企業の立地活性化に寄与。

関連SDGｓ
事業完了後５年経過
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▼三八上北地域における工業団地の企業数推移 ▼三八上北地域における企業の
新設・増設の推移（累計）



４．事業効果の発現状況（６）日常生活の利便性向上（地域間連携）

◆青森市～八戸市間の所要時間は現道の国道4号、45号等経由で約2時間。
◆上北自動車道の整備により所要時間が約30分短縮され、県内主要都市間の連携が強化。
◆上北自動車道の整備前に比べ、青森～八戸都市圏間の流動は約1.2倍となっており、上北自動車道の整備が都市間の連携強化によ

り地域間の交流人口の拡大を支援。
至 むつ市

青 森 県

秋 田 県
岩 手 県

青森市役所

八戸市役所

浪岡IC

黒石IC

大鰐弘前IC

小坂IC

十和田IC

青森
IC

青森
JCT

青森中央
IC

青森東IC

小坂JCT

二井田
真中IC

鹿角八幡平IC

野辺地IC

野辺地
木明IC

一戸IC

浄法寺IC

軽米IC

南郷
IC

八戸
JCT

八戸IC

八戸北IC

下田百石IC

三沢・十和田
・下田IC

六戸JCT

六戸・三沢IC

八戸是川
IC

至

能
代
市

上北IC

弘前市役所

資料：人口 国勢調査（R2）

青森港
（重要港湾）

八戸港
（重要港湾）

上
北
自
動
車
道

【速度の設定条件】
出典：整備前：H22道路交通センサス 12時間平均旅行速度

整備後：ETC2.0データ（R5.5 平日 12時間平均旅行速度）

弘前市⇔青森市間
1時間

整備前
青森市⇔八戸市間

2時間3分

青森空港

五所川原北IC

五所川原IC

五所川原東IC

つがる
柏IC

新青森駅

整備後
青森市⇔八戸市間

1時間34分 約30分短縮

七戸IC
東北IC

小坂北IC

大館北IC

大館南IC

至 盛岡市

八戸西
SIC

七戸北IC

102

4

45

4

7

7

7

45102

103

454

454

104

104

454

103

285

102

101

339

339

454

103

394

394

4

395

395

281

338

・県庁所在地であり、
政治・経済の拠点都市
・新幹線駅、港、空港が
集積する交通の要衝

青森市
人口：27.5万人

凡例
青森都市圏
弘前都市圏
八戸都市圏

上北道路

上北天間林
道路

天間林道路

碇ヶ関IC弘前市
人口：16.8万人
弘前大学・弘前城を
代表とする学業・歴史

の拠点都市
八戸市

人口：22.3万人
工業・水産業の

拠点都市

八戸南IC

階上IC

種差海岸
階上岳IC

野辺地
ハーフIC

青森
都市圏

八戸
都市圏

弘前
都市圏

九戸IC

至

宮
古
市

至

鰺
ヶ
沢
町

弘前
都市圏
28万人

青森
都市圏
30万人

八戸
都市圏
30万人

その他
37万人

3都市圏に約7割が集中

▼青森県の人口（約124万人）

資料：国勢調査（H22、R2）

※15歳以上就業者
常住地→従業地青森

都市圏

弘前
都市圏

八戸
都市圏

H22：330人
R2  ：402人

▼３都市圏間の通勤状況

H22：360人
R2  ：434人

H22：3,486人
R2  ：3,625人

H22：5,448人
R2  ：5,595人

H22：690人
R2  ：836人H22：8,934人

R2  ：9,220人
約1.2倍

約1.03倍

資料：国勢調査（R2）
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５．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

９．同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

８．今後の事後評価及び改善措置の必要性

７．社会経済情勢の変化

６．事業実施による環境の変化

別添一覧表参照

評価対象区間については、工事の実施及び完成後も環境への影響は確認されていない。

○周辺道路の整備状況
令和３年１２月 三陸沿岸道路 全線開通
令和４年 ４月 一般国道4号（下北半島縦貫道路）野辺地七戸道路 新規事業化

一般県道 後平青森線 後平バイパス 新規事業化
令和４年１１月 天間林道路開通（上北自動車道 全線開通）

12

事業の目的に対する効果を概ね発現しているが、今後ネットワークとしての事後評価を実施し、改善措置の必要性等を検討する。

当該事業の整備目的について効果発現を確認できており、事業評価手法の見直しの必要性はない。
なお、今後のネットワーク完成にあたり、今回同様ネットワーク全体での効果の検証に努める。


